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Ⅰ．は じ め に
　看護学は学際的な学問であり，質の高い看護を
実践するためには，基盤となる幅広い学問的知識
を必要とする．看護師の養成教育は，主に看護専
門学校（専修学校）において行われてきたが，1990
年代初頭より，短期大学，４年制大学（看護大学，
看護学部，医学部看護学科，医学部保健学科看護
学専攻など）が増加し，2009年4月現在，看護系大
学は183校となった．しかし，看護師養成教育課
程は多様であり，看護師養成教育の質維持のため
にいずれの学校も保健師助産師看護師学校養成所
指定規則（以下，指定規則）に基づいた教育課程
の編成が求められている．
　指定規則は，文部科学省，厚生労働省による合
同省令であり，平成20（2008）年に改正された
（平成20年文部科学省・厚生労働省令第1号）．それ
によると，看護師養成教育課程の教育内容を，①
基礎分野，②専門基礎分野，③専門分野Ⅰ，④専
門分野Ⅱ，⑤統合分野の５分野に分類している．
このうち，③専門分野Ⅰ，④専門分野Ⅱ，⑤統合
分野は，看護を実践するための専門的知識・技術・
態度を修得するための教育内容を包含している．
一方，①基礎分野は，看護職としての基礎的な思
考の基盤や人間や社会を理解するための教養とな
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要　旨
　本研究の目的は，1999年から2003年に学術集会などで報告された専門基礎科目の教育内容，また，
特に解剖生理学（形態機能学）の教育内容に関する動向を明らかにし，その問題点や今後の教育のあ
り方について検討することである．
　1999年から2003年に発行された看護系学会誌５誌（日本看護学教育学会誌，看護教育学研究，日本
看護学会（看護教育），日本看護研究学会雑誌，日本看護科学会誌）に掲載された看護学教育に関す
る研究2,328件のうち，専門基礎科目の教育に関する研究は18件で，看護学教育に関する研究総数の
0.77％しかなく，看護基礎教育における専門基礎科目に関する研究はきわめて少ないことが明らかに
なった．研究内容の内訳は，看護情報学に関する研究（５件），解剖学教育に関する研究（３件），解
剖生理学（形態機能学）教育に関する研究（３件），生化学教育に関する研究（３件），その他（４
件）であった．また，解剖学および解剖生理学（形態機能学）に関する研究は６件であったが，講義
内容（シラバス）についての報告はなかった．
　看護基礎教育が専門学校教育から大学教育に移行している現在，専門科目と連携した効果的な専
門基礎科目の講義および実習を実施するためには，各教育機関で行われている講義内容や実習内容
などについての研究を行うことにより，大学教育における専門基礎科目の講義内容や講義方法につ
いて検討する必要があると思われる．母性看護学や小児看護学教育においては，教授方略の開発や
工夫とその効果についての研究が行われており，今後，看護基礎科目である解剖生理学（形態機能学）
においても教授方法や教授内容の検討が重要であると思われる．
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本看護科学学会誌が5件，日本看護学教育学会誌
が2件であった．
　２）専門基礎科目教育に関する研究の年次別発
表件数（図３）
　年次別研究の発表件数は，1999年～2001年は各
年３件，2002年は４件，2003年は５件であった．
２．専門基礎科目教育に関する研究領域と研究内
容
　専門基礎教育に関する研究は，「看護情報学教
育に関する研究（５件）」，「解剖学教育に関する研
究（３件）」，「解剖生理学（形態機能学）教育に関
する研究（３件）」，「生化学教育に関する研究（３
件）」，「その他の研究（４件）」の５領域に分類で
きた（図４）． 
　１）看護情報学教育に関する研究：５件（図４-
Ａ）
　看護情報学教育に関する研究内容は，①情報科
学講義・演習前後によるコンピュータ操作技術の
習得に関するアンケート調査（２件），②病院の医
療情報システムについての講義・演習・見学に関
するアンケート調査（１件），③看護情報学の今後
の講義内容についての検討（１件），④テレナーシ
ングを中心とした看護情報学の現状と今後の可能
る教育内容を包含している．また，②専門基礎分
野は，「人体の構造と機能」，「疾病の成り立ちと回
復の促進」，「健康支援と社会保障制度」など，看
護学を学習するための基盤となる教育内容を包含
している．これらのいずれの科目も専門科目を学
習するための基礎となる重要な科目群である．し
かしながら，看護基礎教育における基礎分野およ
び専門基礎分野に関する教育内容についての研究
はほとんど行われていないのが現状である．
Ⅱ．目　　　的
　本研究は，専門科目の基盤となる重要な科目群
である専門基礎科目に関する研究の動向と研究内
容を明らかにするとともに，指定規則の「人体の
構造と機能」（解剖学および解剖生理学，形態機能
学）に関する研究内容を明らかにすることを目的
としている．
Ⅲ．方　　　法
１．対象
　看護学教育に関する研究が数多く発表されてい
る５つの看護系学会の学術雑誌（日本看護学教育
学会誌，看護教育学研究，日本看護学会（看護教
育），日本看護研究学会雑誌，日本看護科学会誌）
に1999年から2003年の学術集会に発表された看護
学教育に関する研究2,328件のうち，専門基礎科目
の教育に関する研究を対象とした．
２．分析方法
　先行研究１）において開発された分析フォームを
用い，対象文献を精読し，データ化した．この
フォームは，雑誌名，掲載年次，掲載巻・号・頁，研
究者の所属，研究目的，対象領域，研究の種類，
研究デザイン，データ収集方法，分析方法，研究
対象，研究内容，倫理的問題に関する事項等から
構成されている（図１）．研究内容については，研
究者が文献を精読し，端的な一文を用いてその内
容を表した．研究内容が専門基礎科目かどうかに
ついては分析フォーム（図１参照）の記述内容か
ら判断した．データの信頼性は研究者間の検討に
より確保した．
Ⅳ．結　　　果
１．対象文献について
　１）専門基礎科目教育に関する研究件数（図２）
　1999年から2003年に報告された看護学教育に関
する研究2,328件のうち，専門基礎科目教育に関す
る研究は18件，研究総数の0.77％であった．掲載
雑誌の内訳は，日本看護研究学会雑誌が11件，日
図１　分析フォーム
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容は，①講義内容に関する研究（１件）と②実習
内容に関する研究（２件）の２種類であった．こ
のうち，①講義内容に関する研究は，生物学に対
する興味や基礎知識の有無が学習効果にどのよう
な影響を与えるかについてのアンケート調査で
あった．また，②実習内容に関する研究は，解剖
に関する実習内容への学生の反応や評価について
のアンケート調査であった．
　４）生化学教育に関する研究：３件（図４-Ｄ）
　生化学教育に関する研究内容は，①栄養補助食
品利用の実態と意識についてのアンケート調査
（２件），②活性酸素に関するアンケート調査およ
性についての調査研究（１件）の４種類に分類で
きた．
　２）解剖学教育に関する研究：３件（図４-Ｂ）
　解剖学教育に関する研究内容は，①解剖見学実
習の意義についての研究（１件），②人体模型の作
製と模型を通した看護的視点からの人体機構の理
解（１件），③臨床場面における解剖学的知識の必
要性と専門基礎教育における解剖学の講義内容に
関するもの（１件）の３種類に分類できた．
　３）解剖生理学（形態機能学）教育に関する研究：
３件（図４-Ｃ）
　解剖生理学（形態機能学）教育に関する研究内
図２ 専門基礎科目教育に関する研究の割合 図３　専門基礎科目教育に関する研究の年次別発表件数
図４　専門基礎科目教育に関する研究内容の分類
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感想文の内容を分析して，解剖見学実習の意義を
検討した研究，②看護専門学校３年課程の学生
（12名）が４種類の人体模型（受精後第４週初期の
胚子模型，消化管の発生模型，腹腔内を表す模型，
心臓の模型）の作製と学習成果の発表を実施し，
明らかになった新たな課題を学生自身が解決する
過程を通して，人体機構の理解向上への効果を明
らかにした研究，③臨床看護師（775名）を対象に
して臨床場面で必要な解剖学的知識と専門基礎教
育における解剖学の講義内容の妥当性についてア
ンケート調査した研究であった．
(2) 解剖生理学（形態機能学）教育に関する研究：
３件（図４-Ｃ，図７-④，⑤）
　解剖生理学（形態機能学）教育に関する研究は，
①生物学に対する興味や基礎知識の有無が解剖生
理学の学習効果に与える影響についてアンケート
調査を実施した研究（１件），②実習内容（骨学実
習，肉眼実習，生体表面観察，生理実習［バイタ
ルサインの測定，40日間の基礎体温測定，１週間の
飲食物の摂取量と排泄量の記録］，顕微鏡実習）に
関するアンケート調査を実施した研究（２件）で
あった．
　Ⅴ．考　　　察
１．専門基礎科目教育に関する研究件数について
　本研究が対象とした看護教育学研究は2,328件
であったが，専門基礎科目に関する教育について
の研究はわずか18件で，研究総数の0.77％であっ
た．同様に，1993年から2003年までの看護学教育
研究1,361件を経年的に分析した研究２）では，看護
学教育研究の分野が，基礎看護学，成人看護学，
老年看護学，母性看護学，小児看護学，精神看護
学，地域看護学，在宅看護学，管理学，教育学，
研究，複合の12領域と不明を合わせた13領域に分
び過酸化脂質に関する実験研究（１件）の２種類
であった．
　５）その他の研究：４件（図４-Ｅ）
　その他の研究は，①薬理学教育に関する研究
（１件），②手洗い技術に関する研究（１件），③看
護アセスメント技術論に関する研究［「形態と機能，
栄養と代謝，薬理と薬剤」との関係］（１件），④
病態学習評価の開発に関する研究（１件）の４種
類であった．
３．解剖学教育および解剖生理学（形態機能学）教
育に関する研究
　解剖学教育および解剖生理学（形態機能学）教
育（以後，両者を合わせた場合には解剖生理学と
する）に関する研究は，次のとおりであった．
　１）研究件数（図５）
　前述したように，専門基礎科目教育に関する研
究は，看護学教育に関する研究 2,328件のうち18
件（0.77％）であった．そのうち，解剖生理学の
教育に関する研究はわずか６件で，研究総数に占
める割合は0.26％であった．その６件は，前述の
ように，解剖学教育に関する研究が３件，解剖生
理学（形態機能学）教育に関する研究が３件であっ
た．
　２）年次別発表件数（図６）
　年次別発表件数は，1999年が３件，2000年，
2001年，2003年が各１件，2002年は発表がなかっ
た．また，これらの研究は，すべて日本看護研究
学会雑誌に掲載されていた. 
　３）研究内容（図４，図７）
 (1) 解剖学教育に関する研究：３件（図４-Ｂ，図
７-①～③）
　解剖学教育に関する研究は，①解剖学の講義終
了後に解剖見学実習を実施し，その授業に関する
図５　解剖生理学教育に関する研究の割合
図６　解剖生理学の教育に関する研究の年次別発表件数
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類できることを明らかにした．しかし，これらの
中に専門基礎科目領域は含まれておらず，このこ
とは，看護学教育の視点から専門基礎科目の教育
のあり方について研究的に検討されていない可能
性を示唆する．
　本研究の結果から専門基礎科目教育に関する研
究が非常に少数である要因を特定することはでき
ない．また，掲載雑誌の内訳をみると，日本看護
研究学会雑誌が11件，日本看護科学学会誌が５件，
日本看護学教育学会誌が２件で，看護教育学研究
および日本看護学会（看護教育）には発表されて
いなかった．今後は調査する対象雑誌の範囲を広
げ，その要因を明らかにする必要がある．さらに
専門科目と専門基礎科目の関連にも着目し，看護
学教育の視点から教育内容の連携をも視野に入れ
た研究が必要である．
２．解剖学教育および解剖生理学（形態機能学）教
育に関する研究について
　指定規則に示された「人体の構造と機能」は，
人体を系統立てて理解し，健康・疾病・障害に関
する観察力，判断力を強化する３）ことを目的に置
かれた教育内容である．これを前提とすると，
「人体の構造と機能」に関する教育内容が，看護実
践に必要な観察力，判断力を習得するために最適
な内容として編成すること，すなわち，従来の解
剖学や生理学とは異なる内容として再編成される
必要性があることを示唆する．今後は，解剖学教
育および解剖生理学（形態機能学）教育の担当者が，
看護学教育という視点から教育内容を検討してい
るかなどについても研究的に明らかにする必要が
ある．
　解剖学教育に関する研究は３件あり，このうち
２件は解剖学の教育方法を工夫し，その効果を評
価した研究であった．実際に解剖を見学する実習
については議論のあるところであるが４）５），実際
に人体の構造を見る機会を得たり，人体の構造を
自らの手で作成したりするなどの工夫が，看護実
践に活用できる人体の構造の理解に有効か否かを
検討する評価研究は有用である．また，残る１件
は，看護を実践している看護職から解剖学の教育
に関する意見を調査しており，看護実践に必要な
知識の選定をするための研究も重要であるといえ
る．今後は，教育と実践の関連を明らかにし，解
剖学の教育内容や方法を洗練するための研究が必
要である．また，解剖生理学（形態機能学）教育
に関する研究は３件あり，このうち１件は学生の
レディネスが学習に与える影響，２件は授業内容・
方法の評価を目的とした研究であった．これら３
件の研究は，看護系の専門基礎科目も，基礎科目
や専門科目との連携を考慮し，学生のレディネス
を考慮した授業の展開およびその効果について検
討する必要があることを示唆している．
　その一方で，６件の研究は，講義内容や実習方法
を評価したものであり，解剖学および解剖生理学
（形態機能学）に関する学科目の講義内容を構造化
するまでには至っていない．これは，今後，解剖
学および解剖生理学（形態機能学）に関する学科
目の講義内容を構造化するための研究が必要不可
図７　解剖生理学教育に関する研究内容
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欠であることを示唆している．
３．解剖学教育および解剖生理学（形態機能学）教
育以外の研究について
　解剖学教育および解剖生理学（形態機能学）教
育以外の研究は，「看護情報学教育に関する研究」，
「生化学教育に関する研究」，「その他の研究」に分
類できた．
　看護情報学教育に関する研究は５件であった．
昨今，インターネットが普及し，多くの情報を短
時間で得られるようになってきた．また，病院で
は電子カルテが用いられ，いろいろな部門のデー
タが共有されている．このような状況において，
専門基礎科目で情報学についての知識を習得する
ことは重要である．一方で，電子データ化に伴う
個人情報の管理や著作権の保護など，多様な新た
な問題が生じている．このような現状において，
単なる情報を操作する技術のみならず，対象者の
個人情報処理に対する考え方や倫理的感受性を養
うことが重要である．今後は，このような観点か
ら看護情報学の教育内容を検討する必要があると
いえる．
　生化学教育に関する研究は３件あり，すべてが
受講学生の関心事を調査する研究であった．今後
は，生化学の教育内容に踏み込んだ研究が必要で
あるといえる．
　その他の研究は４件あり，薬理学教育に関する
研究，手洗い技術に関する研究，看護アセスメン
ト技術論に関する研究，病態学習評価の開発に関
する研究であった．専門基礎科目に位置づけられ
る教育内容は，「人体の構造と機能」の他，「疾病
の成り立ちと回復の促進」，「健康支援と社会保障
制度」がある．前述した研究内容は，この３領域
全体に関する研究がなされていないことを示唆し
ており，今後は，看護学の基盤となる知識を習得
するための専門基礎科目の教育内容に焦点を当て
た研究の推進が必須である．
４．専門基礎科目教育に関する研究について
　前述した1993年から2003年までの看護学教育研
究を経年的に分析した研究２）は，看護学教育研究
の約６割が学生を対象とする調査研究であり，多
くの研究は実態把握のみの研究が多いことを指摘
している．また，今後の研究の方向性として，理
論的背景に裏付けられた教育介入とその効果を明
らかにできるような教育研究の必要性を示唆して
いる２）．さらに，看護学教育に関わる研究的取り
組みに該当した1,354件の研究を分析した研究６）で
は，カリキュラム・教育プログラムについての件
数が84件（6.2％）であり，「看護基礎教育カリキュ
ラム」に関する研究（62件）と「継続教育プログ
ラム」に関する研究（22件）に分類されることを
明らかにした．さらに，「看護基礎教育カリキュ
ラム」に関する研究のうち、カリキュラムの実態
を報告した研究は19件（1.4％）のみであった．
　現在，平成21年7月の保健師助産師看護師法の
改正を受け，看護基礎教育課程のあり方を見直し，
新たなカリキュラムのモデルが検討されつつある．
また，近年の大学教育化に伴い，看護学の学的基
盤に基づいた教育の必要性が認識されてきている．
母性看護学や小児看護学教育においては，教授方
略の開発や工夫とその効果についての研究が行わ
れており７）８），今後，看護基礎科目である解剖生理
学（形態機能学）においても教授方法や教授内容
の検討が重要である．学問体系に基づいた教育を
展開するためには，基礎科目，専門基礎科目，専
門科目の担当者が連携することが重要であり，中
でも，看護学の基盤となる知識を教授する専門基
礎科目に関し，効果的な教育内容や授業の展開方
法を各教育機関が連携し合って検討する必要があ
る．それによって，看護基礎教育の質向上に向け
た専門基礎科目の統一した講義内容や講義方法を
提案していくことが可能になると考える．
　本研究は，千葉大学21世紀COEプログラム「日
本文化型看護学の創出・国際発信拠点（サブプロ
ジェクトＦ）」の研究の一部である．
　なお，本研究の一部は，日本看護学教育学会第
14回学術集会（山形，2004年）および第15回学術
集会（さいたま，2005年）において発表した．
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